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町長提出22議案、議員提出町長提出22議案、議員提出
１議案を可決・認定・同意１議案を可決・認定・同意

定例会
9月会議

　
定
例
会
９
月
会
議
は
８
月
28
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か

ら
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
役
場
旧
庁
舎
解
体
請
負
契
約
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
三
春
の
里
農
業
公
園
整
備
事
業
田

園
生
活
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
代
理
施
工
業
務
に
対
し
、「
当
初
の
予
算
計

上
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
費
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
早
期
か
ら
の
協
議
に
努

め
、
十
二
分
に
精
査
し
計
上
す
る
こ
と
」
と
「
補
正
予
算
計
上
に
際
し
て
は
、

適
正
な
事
業
費
の
把
握
と
町
か
ら
議
会
に
対
し
適
宜
協
議
を
行
う
こ
と
」
の

２
つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」の
１
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
、
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
議
案
の
正
式
名
称
は
６
ペ
ー

ジ
の
議
案
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
決
算
の
詳
細
な
内
容

は
、「
広
報
み
は
る
10
月
号
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　
定
例
会
９
月
会
議
で
は
、

令
和
２
年
度
各
会
計
の
決

算
を
審
査
し
、
全
会
計
の

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
の

で
決
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

で
２
、２
０
６
万
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で

39
万
円
、
介
護
保
険
特
別

会
計
で
８
、５
８
４
万
円
の

実
質
収
支
が
あ
り
、
町
営

バ
ス
事
業
特
別
会
計
及
び

放
射
性
物
質
対
策
特
別
会

計
は
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債

の
令
和
２
年
度
に
お
け
る

発
行
額
は
10
億
４
、６
９
０

万
円
と
な
り
、
主
な
も
の

は
役
場
新
庁
舎
整
備
等
に

よ
る
も
の
で
前
年
度
か
ら

２
億
３
、７
１
０
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
及
び
歳
出
と
も
に
前

年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
と
介

護
保
険
特
別
会
計
の
歳
入

及
び
歳
出
が
前
年
度
を
上

回
り
、
そ
れ
以
外
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
前
年
度

を
下
回
り
ま
し
た
。

　
実
質
収
支（
※
）は
、一
般

会
計
で
１
億
８
、０
１
８
万

円
と
な
り
、
こ
の
う
ち

１
億
円
は
財
政
調
整
基
金

（
※
）に
積
み
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
特
別
会
計
で
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

昨年度のプレミアム商品券販売

町長提出22議案、議員提出町長提出22議案、議員提出
１議案を可決・認定・同意１議案を可決・認定・同意

※実質収支………同一年度の収入と支出の実質的な差額
※財政調整基金…年度間の財政の不均衡を調整するための基金

PCR検査を行う三春病院長

昨年度の三春分団第2部屯所落成式
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昨
年
度
末
の
空
き

状
況
は
８
戸
で
、

現
在
は
７
戸
で
す
。

南
成
田
の
大
桜
に

つ
い
て
、
寄
付
を

受
け
た
土
地
は
ど
の
範
囲

ま
で
か
。

防
災
重
点
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
一
般
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
リ
ン
ク
し
て
い
る

の
か
。

農
業
用
に
利
用
さ

れ
て
い
る
た
め
池

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ

り
、
一
般
の
も
の
と
は
別

で
す
。

以
前
、
定
住
促
進

住
宅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
を
現
地
調
査
し
た

が
、入
居
状
況
は
ど
う
か
。

今
後
も
地
方
財
政

の
厳
し
さ
が
見
込

ま
れ
、
地
方
財
政
難
が
危

惧
さ
れ
る
。
特
に
、
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
高
齢
者

の
介
護
が
多
方
面
に
影
響

し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
の
町
財
政
運
営
の
方

針
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

様
々
な
課
題
や
不

測
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
財
政
調

整
基
金
を
積
み
増
し
し
特

別
会
計
と
調
整
を
図
り
、

町
の
課
題
に
対
し
て
予
算

を
重
点
的
に
配
分
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
一
方
で

町
債
借
り
入
れ
に
つ
い
て

も
、
基
金
と
借
金
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
町
の

体
力
に
見
合
っ
た
財
政
運

営
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答

答

答答
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事

業
を
提
供
す
る
人
材
は
間

に
合
っ
て
い
る
の
か
。

昨
年
度
は
大
桜
が

あ
る
土
地
の
平
ら

な
部
分
の
寄
付
を
受
け
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
後
ろ

の
竹
や
ぶ
の
部
分
も
別
の

所
有
者
の
方
か
ら
寄
付
を

受
け
ま
し
た
。

◆ 

令
和
２
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

現
時
点
で
は
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る

人
材
は
間
に
合
っ
て
い
ま

す
。

問

答 答

仮
置
き
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、

地
域
で
利
活
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
町
負
担

で
土
地
を
買
い
上
げ
る
の

か
。

既
に
町
が
買
い
上

げ
た
土
地
も
あ
り

◆ 

令
和
２
年
度
町
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
認
定

ま
す
。
今
後
地
域
と
跡
地

利
用
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
進
め
、
町
が
買
い
上

げ
る
際
は
土
地
買
収
の
単

価
設
定
が
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
係
で
、
旅

館
業
事
業
者
へ
水
道
料
金

の
減
免
は
６
ヶ
月
分
だ
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

◆ 

令
和
２
年
度
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

減
免
後
は
、
通
常

の
料
金
を
納
入
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

問

答

区　分 歳入金額 歳出金額 差引額
一　　　　般　　　　会　　　　計 110億9,235万円 107億4,290万円 3億4,944万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 16億6,573万円 16億4,367万円 2,206万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億9,461万円 1億9,422万円 39万円
介 護 保 険 18億8,621万円 18億37万円 8,584万円
町 営 バ ス 事 業 8,506万円 8,506万円 0万円
放 射 性 物 質 対 策 6 億 5,850 万円 6億4,116万円 1,734万円

企　
業　
会　
計

水 道 事 業 収 益 的 4億4万円 3億5,898万円 4,106万円
資 本 的 3,272万円 1億8,465万円  △1億5,193万円

下 水 道 事 業 等 収 益 的 3億6,234万円 3億9,134万円 △2,900万円
資 本 的 2億6,771万円 3億2,859万円 △6,088万円

宅 地 造 成 事 業 収 益 的 4,924万円 6,731万円 △1,807万円
資 本 的 0万円 0万円  0万円

三春町病院事業 収 益 的 8,130万円 1億2,157万円 △4,027万円
資 本 的 358万円 4,921万円 △4,563万円

令和２年度　各会計決算額

令
和
２
年
度
決
算

◆ 

令
和
２
年
度
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
令
和
２
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
・
審
議
内
容

を
報
告
し
ま
す
。（
以
下
、
各
会
計
同
様
）

問

問問

問

昨年度のリニューアル工事現地調査
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令和３年度
補正予算

◆ 

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
や
衛
生
費
国
庫
補
助
金
な
ど
の

追
加
、
歳
出
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
、

町
営
住
宅
入
居
者
退
去
時
修
繕
工
事
、
防
災
避
難
施
設

管
理
棟
解
体
工
事
新
築
工
事
、
三
春
の
里
農
業
公
園
整
備

事
業
田
園
生
活
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
代
理
施
工
業
務
を

計
上
し
、
２
億
１
６
３
万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
は

80
億
２
、３
４
６
万
円
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
町
内
の
医

療
機
関
で
は
何
箇
所
で
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。現

在
は
、
三
春
病

院
・
の
ざ
わ
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
む
と
う
整
形

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
せ
ん
ざ

き
医
院
・
雷
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
５
箇
所
で
、
個
別
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

入
居
者
退
去
時
修

繕
工
事
だ
が
、
具

体
的
に
ど
こ
に
な
る
か
。

駅
南
ヶ
丘
団
地
が

６
件
、
か
つ
ぎ
ば

し
団
地
が
４
件
、
か
い
や

ま
団
地
・
八
雲
団
地
・
一

本
松
34
団
地
が
、
各
１
件

の
13
件
で
す
。

答答 問問

予算（事業名） 補正額 概　要
財 政 管 理 費 １億円 財政調整基金へ積立てを行います。

予 防 費 １，５００万円 新型コロナウイルスワクチン住民接種のための人材派遣
等を行います。

農 業 総 務 費 ４８２万円 三春の里田園生活館のリニューアル工事等を行います。
農 業 改 良 費 ６６０万円 防災重点ため池耐震性調査業務を行います。

道 路 維 持 費 ２，７５０万円 町道等の補修工事や、生活道路整備事業に係る助成を
行います。

公 営 住 宅 費 ７１０万円 町営住宅の修繕や入居者退去時修繕工事等を行いま
す。

消 防 施 設 整 備 費 ４，５７５万円 防災避難施設管理棟（現：貝山運動場管理棟）の既存建
物解体や新築工事等を行います。

９月補正予算に計上された主な事業

新型コロナウイルス感染症対策、新型コロナウイルス感染症対策、
町営住宅入居者退去時修繕工事町営住宅入居者退去時修繕工事
等を計上等を計上

新型コロナウイルス感染症対策、新型コロナウイルス感染症対策、
町営住宅入居者退去時修繕工事町営住宅入居者退去時修繕工事
等を計上等を計上

三春の里リニューアル工事

町民のワクチン接種状況（令和 3 年 10 月 1 日現在）

※住基人口は、住民基本台帳に登録している（住民登録をしている）人口のことです。
※対象区分の年齢は、年度末の到達年齢による区分です。
※接種対象者は、転出入の情報を反映し、集計時点での最新情報を掲載しているため、数値が変動
　しています。

対象者区分 住基人口 1 回のみ 2 回完了 合計 接種率
６５歳以上 5,963 58 5,545 5,603 94.0%

１２歳～６４歳 9,368 611 6,915 7,526 80.3%
計 15,331 669 12,460 13,129 85.6%

防
災
避
難
施
設
管

理
棟
（
現
：
貝
山

運
動
場
管
理
棟
）
は
、
委

託
料
と
工
事
費
の
う
ち
起

債
で
７
割
が
交
付
税
措
置

で
有
利
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
総
額
は
４
、５
３
６

万
円
で
よ
ろ
し
い
か
。

そ
の
通
り
で
す
。

三
春
の
里
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
関
係
は
、

防
火
耐
火
設
備
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
。

具
体
的
に
は
、
２

階
の
廊
下
の
腰
壁

や
渡
り
廊
下
部
分
の
外
壁

等
を
張
替
し
耐
火
防
火
に

す
る
予
定
で
す
。

問 問答答
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契　
　
　
　
約

そ　

の　

他

◆ 

町
旧
庁
舎
解
体
工
事
契
約

　
役
場
新
庁
舎
完
成
に
よ
り
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を
行
い

ま
す
。

◆ 

財
産
の
無
償
譲
渡

　
旧
要
田
分
団
第
４
部
屯
所
建
物
に
つ
い
て
行
政
財
産
の
用

途
を
廃
止
し
た
た
め
、
譲
渡
希
望
者
へ
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

　
工
事
に
伴
う
道
路
規
制
は
あ
る
の
か

　
工
事
に
伴
う
道
路
規
制
は
あ
る
の
か

　
土
地
寄
贈
者
へ
の
返
還
か

　
土
地
寄
贈
者
へ
の
返
還
か

解
体
物
を
搬
送
す

る
際
に
、
片
側
通

行
止
め
な
ど
の
道
路
の
規

制
は
あ
る
の
か
。

工
事
の
進
捗
に
よ

っ
て
は
、
道
路
の

規
制
は
あ
り
得
え
ま
す
。

地
下
を
含
め
て
撤

去
し
て
、
最
後
の

屯
所
を
建
て
る

際
、
土
地
を
寄
贈

し
た
方
な
の
か
。

当
該
者
の
祖
父
が

屯
所
を
建
て
る
時

仕
上
げ
は
土
盛
り
と
な
る

の
か
。

旧
庁
舎
撤
去
後
、

地
下
式
防
火
水
槽

を
地
中
に
設
置
し
、
来
年

度
に
駐
車
場
の
舗
装
工
事

を
行
う
計
画
で
す
。

に
土
地
を
無
償
で
町
に
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
。

問

問

問 答

答

答

◆ 

人
道
的
見
地
か
ら
、
沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
「
沖
縄
本
島　
　

　
南
部
か
ら
の
埋
め
立
て
用
土
砂
採
取
計
画
」
の
断
念
を
国　

　
に
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　
陳
情
者　
　
埋
め
立
て
用
土
砂
採
取
計
画
断
念
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
三
春
町
民
有
志　

　
　
　
　
　
　
代
表　
大
河
原　
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤　
類
子　
　

　
結
果　
　
　
継
続
審
査

陳　
　
　
　
情

　
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
審
査
す
る
う
え
で
の
情
報
が

少
な
い
こ
と
、
正
確
な
情
報
を
精
査
し
て
審
査
す
べ
き

と
の
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
渡
辺
勉
氏
が
、
９
月
３０
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に

菊
地
和
裕
氏
を
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
渡
邊
絹
子
氏
が
、
１２
月
３１
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
同
氏
を
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
適
任
の
意
見
を

付
し
ま
す
。

人　
　
　
　
事

解体する旧庁舎

旧要田分団第4部屯所
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定例会９月会議提出議案及び審議結果一覧

　町長から提出された２２議案と議員から提出された１議案の審議結果は、次の通りです。
＜町長提出議案＞

区分 議　　案 結果

算決

令和２年度三春町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町町営バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町放射性物質対策特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町病院事業会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町下水道事業等会計歳入歳出決算認定について 認定

令和２年度三春町宅地造成事業会計歳入歳出決算認定について 認定

補正予算

令和３年度三春町一般会計補正予算（第２号）について 可決

令和３年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和３年度三春町病院事業会計補正予算（第２号）について 可決

条例
三春町個人情報保護条例等の一部を改正する条例の制定について 可決

三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決

事人
教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 同意

人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 適任

約契 三春町旧庁舎解体工事請負契約について 可決

その他

財産の無償譲渡について 可決

田村広域行政組合規約の変更について 可決

令和２年度三春町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

令和２年度三春町宅地造成事業会計剰余金の処分について 可決

＜議員提出議案＞

区分 議　　案 結果

意見書 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出につ
いて 可決

＜付託陳情事件＞

区分 議　　案 結果

陳情 人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て用土砂採取計画」
の断念を国に要請することを求める陳情 継続審査

※ ■の議案は、審査内容の一部を２ページから５ページに掲載しています。
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町  政  を  問  う町  政  を  問  う
一 般 質 問 に 5 人 登 壇

　定例会９月会議では、９月４日に一般質問を行い、５名の議員が町政について、町執行側に対
し質問しました。
　当日は、新庁舎３階議場での傍聴と２階桜ホール及び大会議室にて一般質問の様子を放映しま
した。多くの傍聴者の皆さんがお越し下さり、議員による質問と執行者の答弁のようすに、熱心
に耳を傾けていました。
　また、定例会９月会議の一般質問では、田村高校生に議会運営の参加を予定しておりましたが、
新型コロナウイルス感染症の影響により参加を見送ることとなりました。政治に関心を持つきっ
かけになるよう、今後も企画していきたいと思います。

　各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすことです。単に疑問や事
実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは

※ 誤字の修正、表現の統一を除き、議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

三　瓶　文　博  議員 ①　住宅政策について
②　滝桜国指定天然記念物100周年に向けて

P12

隂　山　𠀋　夫  議員
①　消防団員の処遇等について
②　子宮頸癌ワクチン（HPV）接種はどうなっ　
　ているのか

P11

新　田　信　二  議員 ①　有事の際の避難と行動について
②　田村郡の広域連携事業について

P10

橋　本　善一郎  議員
①　学校教育の手話教育導入について
②　コロナ禍の学校教育について
③　中郷おでかけ応援隊について

P9

篠　崎　　　聡  議員 ①　敬老会について
②　社協アンケートについてP8
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町　
長

　

各
地
区
の
実
行
委
員
会

の
み
な
さ
ま
に
は
正
し
い

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消

毒
等
の
対
策
を
徹
底
し
て

対
応
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
５

　
敬
老
会
の
式
典
な
ど
は

い
つ
ご
ろ
可
能
に
な
り
ま

す
か
。

町　
長

　

感
染
状
況
の
終
息
が
つ

　

頂
い
た
回
答
は
町
民
の

貴
重
な
意
見
と
し
て
関
係

各
所
と
共
有
し
、
今
後
の

町
施
策
に
反
映
し
ま
す
。

か
め
な
い
た
め
明
言
は
難

し
い
で
す
。

町　
長

　
今
般
の
デ
ル
タ
株
に
よ
る

感
染
は
従
来
型
よ
り
感
染
力

が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
回
接
種
さ
れ
た

方
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染

も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
済
ん
で
い
な

い
方
も
い
る
の
で
中
止
に

し
て
個
々
に
祝
意
を
お
伝

え
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

質
問
３

　
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
区

長
会
の
意
向
は
確
認
さ
れ

ま
し
た
か
。

町　
長

　

７
月
９
日
に
各
地
区
区

長
会
、ま
ち
づ
く
り
協
会
、

民
生
児
童
員
等
と
協
議
し

決
定
し
た
し
ま
し
た
。

質
問
４

　
行
政
区
の
役
員
が
記
念

品
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ

る
感
染
リ
ス
ク
は
考
え
ま

し
た
か
。

敬
老
会
は

問

答

今年も敬老会を中止にしたのは

高齢者の感染拡大防止のため

質
問
１

　
今
年
も
敬
老
会
を
中
止

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

77
歳
以
上
で
ワ
ク
チ
ン
を

２
回
接
種
終
了
さ
れ
て
い

る
の
は
何
％
で
す
か
。

町　
長

　

77
歳
以
上
の
方
で
８
月

末
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
の
２

回
接
種
を
終
わ
ら
れ
た
方

は
91
・
３
％
で
す
。

質
問
２

　
式
典
だ
け
な
ら
マ
ス
ク

着
用
な
ど
感
染
予
防
対
策

を
す
れ
ば
開
催
出
来
る
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

篠　崎　　　聡 議 員

質
問
１

　
保
健
福
祉
課
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
。 

無
作
為
に
選
ん
だ
１
４
０
０

人
と
あ
り
ま
し
た
が
統
計

学
上
の
サ
ン
プ
ル
数
な
ど

の
根
拠
は
あ
り
ま
す
か
。

町　
長

　

統
計
学
上
最
低
必
要
な

サ
ン
プ
ル
数
は
４
０
０
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
回
答
者

数
を
考
慮
し
て
１
４
０
０

人
に
し
ま
し
た
。

質
問
２

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
関

係
各
所
と
共
有
し
ま
す
か
。

町　
長

社 協 ア ン
ケ ー ト は

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
ど
う
す
る
の
か

関
係
各
所
と
共
有
す
る

問答

敬老会無作為に1400人
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子
供
た
ち
の
個
性
を
大

事
に
し
、
将
来
逞
し
く
生

活
が
で
き
る
よ
う
実
践
を

進
め
て
い
ま
す
。

質
問
１

　
学
校
教
育
の
中
に
、
手

話
教
育
を
取
り
入
れ
て
い

く
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
長

　

聴
覚
障
害
を
持
つ
方
々

に
と
っ
て
重
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す

の
で
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
等
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
今
後
ど
の
よ
う
な
障
が

い
者
教
育
を
考
え
て
い
る

か
。教

育
長

　

教
科
、
道
徳
、
総
合
的

な
学
習
を
通
し
て
、
共
生

社
会
を
考
え
る
基
礎
が
育

ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。再

質
問

　
指
文
字
だ
け
で
も
理
解

さ
せ
て
は
い
か
が
か
。

教
育
長

　

手
話
が
子
供
た
ち
の
中

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
今
後
検
討
し
ま
す
。

手
話
教
育

学校教育に手話教育の導入は

総合的な学習等で活用を検討する

問

答

橋　本　善一郎 議 員

質
問
１

　
在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

を
使
っ
た
授
業
の
考
え
は

あ
る
か
。

教
育
長　

　

昨
年
度
児
童
生
徒
に
専

用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
備
し
ま
し
た
。
長
期
休

業
等
に
お
い
て
も
子
供
た

ち
の
学
び
が
継
続
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
対
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問

　
個
性
の
重
要
性
が
求
め

ら
れ
る
教
育
が
必
要
だ
と

思
い
う
が
。

教
育
長　

在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
考
え
は

対
策
方
法
を
検
討
し
ま
す

問答

オンライ
ン 授 業

三春町手話養成講座

中妻小ダブレット授業

質
問
１

　
民
間
業
者
と
の
調
整
は

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

町　
長

　

交
通
機
関
で
構
成
さ
れ

る
地
域
交
通
会
議
に
お
い

て
事
前
に
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

質
問
２

　
高
齢
者
以
外
の
生
活
弱

者
の
利
用
も
考
え
て
い
る

か
。町　

長

　
　

　

高
齢
者
以
外
で
も
自
力

で
乗
り
降
り
で
き
る
等
条

件
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
な

た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

中
郷
地
区
以
外
の
導
入
は

実
施
を
希
望
す
る
地
区
に
導
入

問答

中 郷
おでかけ
応 援 隊
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学
校
体
育
館
な
ど
を
追
加

し
て
開
設
し
ま
す
。
課
題

に
つ
い
て
は
、
避
難
所
に

お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
が
重
要
と
な
る
た
め
、

消
毒
や
体
温
計
測
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
配
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

再
質
問

　
町
側
の
警
報
に
よ
る
避

難
は
ど
の
様
な
被
害
を
想

定
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

　

甚
大
な
被
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

町
の
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
す
。

有
事
の
際
の

避
難
と
行
動

問

答

災害時の避難体制は

三春町防災計画による対策を行う

質　

問

　
広
域
指
定
避
難
所
の
利

用
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町　
長

　

広
域
指
定
は
23
ヶ
所
あ

り
、
被
害
状
況
や
避
難
者

数
の
状
況
に
応
じ
て
小
中

質
問
１

　

１
市
２
町
の
強
化
す
べ

き
事
業
と
支
援
す
べ
き
事

業
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

町　
長

　

広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

の
参
画
に
伴
う
移
住
、
定

住
の
促
進
や
病
児
施
設
、

図
書
館
の
広
域
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

観
光
事
業
、
農
業
の
六
次

産
業
化
な
ど
の
連
携
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
今
後
の
高
齢
化
に
伴
う

施
設
と
訪
問
介
護
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る

人
材
不
足
等
の
課
題
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町　
長

　

田
村
地
方
医
療
の
介
護

連
携
協
議
会
の
組
織
で
、

人
材
育
成
も
含
め
た
課
題

解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

再
質
問

　
農
業
と
林
業
の
後
継
者

問
題
と
新
規
就
農
者
の
育

成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　
長

　

次
代
を
担
う
多
様
な
担

い
手
確
保
支
援
事
業
等
で

様
々
な
補
助
、
支
援
事
業

に
伴
う
農
業
の
経
営
指
導

も
含
め
た
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
参
り
ま
す
。

田村郡の広
域連携事業

新
た
な
都
市
づ
く
り
は

自
治
体
間
連
携
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す

問答

新　田　信　二 議 員

広域指定避難所（岩江センター）

広域連携による取り組み

田 村 市
高齢者医療・高齢者生活支援
障がい者支援・地域雇用支援　

育児・子育て・教育
新規就農者支援

後継者育成

新規就農者支援

6 次産業化の推進

遊休・新作放棄地
の改善

三 

春 

町

小 

野 

町

健
康
づ
く
り

文
化
・
環
境
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
振
興

６
次
産
業
化
の
推
進

高
齢
者
福
祉
・
介
護

医
療
・
福
祉

移
住
・
定
住
・
雇
用

後
継
者
育
成
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質
問
１

　

①
処
遇
改
善

②
入
団
促
進

③
理
解
の
促
進

④
活
動
の
在
り
方

⑤
装
備
等
の
充
実
に
つ
い

て
今
後
の
対
応
は
。

町　
長

　

消
防
庁
の
処
遇
等
に
関

す
る
検
討
会
、
最
終
報
告

内
容
に
沿
っ
た
形
が
取
れ

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

質
問
２

　
報
酬
は
検
討
委
員
会
の

報
告
に
沿
う
事
。
消
防
団

員
協
力
事
業
者
へ
の
税
優

遇
の
検
討
は
。
団
員
確
保

に
住
民
と
消
防
団
の
交
流

は
如
何
か
。

町　
長

　

国
県
の
財
政
措
置
を
持

っ
て
引
き
上
げ
に
努
力
し

ま
す
。
各
事
業
所
と
さ
ら

に
協
力
を
深
め
て
ゆ
き
ま

す
。
交
流
に
つ
い
て
は
総

合
防
災
訓
練
の
中
で
行
っ

て
い
ま
す
。
募
集
活
動
は

広
域
消
防
で
も
広
報
し
て

い
ま
す
。

質
問
１

①
定
期
接
種
者
へ
の
周
知　

②
接
種
対
象
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ

③
対
象
者
の
接
種
数

④
副
反
応
が
現
れ
た
人
数　

⑤
医
療
機
関
と
の
連
携

⑥
勧
奨
す
る
上
で
の
課
題

は
。町　

長

①
情
報
提
供
す
る
予
定
で

す
。

②
年
間
数
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
。

③
元
年
度
０
名
、
２
年
度

２
名
、３
年
度
５
名
で
す
。

④
重
い
副
反
応
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
田
村
医
師
会
、
福
島
県

医
師
会
と
委
託
契
約
し
て

い
ま
す
。

⑥
法
律
に
よ
る
救
済
措
置

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
か
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
２

　

技
術
開
発
で
今
の
ワ
ク

チ
ン
は
９
価
に
な
っ
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
男
女

間
に
お
け
る
接
触
感
染
な

の
で
男
子
に
も
接
種
し
て

い
る
。
予
防
接
種
法
で
は

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合

の
補
償
基
準
を
制
定
し
て

い
る
。
接
種
法
の
一
類
に

認
定
さ
れ
て
い
る
子
宮
頸

癌
ワ
ク
チ
ン
は
、
強
制
で

は
な
い
が
接
種
義
務
は
発

生
す
る
。

町　
長

　

救
済
制
度
も
完
備
さ
れ

て
い
る
の
で
基
本
的
に
推

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問
３

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
す
る

考
え
に
つ
い
て
。

町　
長

　

救
済
措
置
を
検
討
し
ま

す
。質

問
４

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
る

だ
け
で
な
く
会
場
を
設
け

て
説
明
し
て
は
ど
う
か
。

町　
長

　

十
分
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

地
域
防
災

活

動

消防団員の処遇改善は

国県の財政措置とSNS活用

問

答

が ん
予 防 対 策

子
宮
頸
癌
ワ
ク
チ
ン
（
H
P
V
）
接
種
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

法
定
接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
無
料
接

種
で
き
る

問答

隂　山　𠀋　夫 議 員
放水訓練
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再
質
問

　
土
地
の
買
収
に
よ
る
造

成
も
三
春
町
の
将
来
を
考

え
る
と
き
に
、
必
要
な
施

策
だ
と
思
う
が
。

町　
長

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

問

答

今後の宅地造成は

検討を進めている

質　

問

　
令
和
２
年
度
新
築
棟
数

88
棟
。
四
合
田
の
宅
地
造

成
29
区
画
完
売
し
人
口
増

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

①
新
た
な
宅
地
造
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を

も
っ
て
い
る
か
。

②
宅
地
の
価
格
設
定
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。町　

長

　

①
②
四
合
田
の
分
譲
が

好
調
で
あ
っ
た
要
因
は
、

立
地
場
所
と
し
て
購
入
し

や
す
い
価
格
設
定
で
し

た
。
こ
う
し
た
条
件
を
整

え
る
に
は
、
町
有
地
を
前

提
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

質　

問

　
大
正
11
年
桜
の
木
と
し

て
初
の
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
、
令
和
４
年
に
１
０
０

周
年
、
こ
の
記
念
の
年
は

滝
桜
を
一
層
PR
す
る
チ
ャ

ン
ス
記
念
事
業
と
し
て
記

念
婚
姻
届
や
、
滝
桜
デ
ザ

イ
ン
の
写
真
に
よ
る
三
春

独
自
の
原
付
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
、
ス
テ
ッ
カ
ー

作
成
な
ど
様
々
考
え
ら
れ

る
が
町
は
ど
の
よ
う
な
計

画
を
持
っ
て
い
る
か
。

副
町
長

　

記
念
事
業
と
し
て
「
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
２
」、
年
間
を
通

し
て
記
念
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
事
業
実
施
に
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

滝桜国指定
天然記念物
１００周 年

計
画
を
持
っ
て
い
る
か

様
々
な
形
で
事
業
を
展
開

問答

三　瓶　文　博 議 員

住
宅
政
策

完成した四合田住宅団地

写真付きのご当地ナンバー
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　一般質問アンケートで頂戴したご意見・ご感想をご紹介させていただきます。

　皆様からいただいた貴重なご意見は、一般質問のみならず、今後の議会活動全般に生かして参り

ます。ご協力誠にありがとうございました。

令和３年定例会９月会議一般質問アンケート令和３年定例会９月会議一般質問アンケート

アンケート結果　傍聴者３８名　回答者２９名　回答率７６．３％

意見・感想

・全体的にもう少し個別具体的な質問があっていいかなと思いました。（地域限定の話題等）

・一般質問の感想とは違いますが、コロナ感染を警戒してか傍聴者が少ないのは残念です。議員も２   

  分の１経過してあと２年間の活動で実績を残してほしいです。

・いろいろと勉強になりました。ありがとうございました。

・町長のしっかりした理念が感じられました。コロナ禍の中、皆さんのより一層の三春町への一丸と

  なる活躍をお願い申し上げます。

・これからも町の発展のためにがんばってほしい。

・町長の答弁が聞きやすかった。内容も分かりやすかったです。

・町の長期的課題についてもっと深く議論すべきでは。

・大会議室で傍聴しましたが、モニター画面がもう少し大きい方がいいです。

・コロナ禍においての祝事、催事については個人がもっとウイルスについて学習してから発言を求め

  たいです。ワクチンを接種してもリスクがゼロにならないことを理解すべきです。

・答弁は分かりやすく理解できました。

・傍聴して大変勉強になりました。

議員の質問内容

おおむね
理解できた 65%

理解できた
28％

理解できなかった
0%

あまり理解
できなかった

7%

町長等の答弁内容

ほとんど
理解できた 52%

理解できた
41%

あまり理解
できなかった

7%

理解できなかった
0%
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地現 調 告報査

一
．「
フ
ン
ド
の
蓮
池
」

は
、
農
村
交
流
事
業
と
し

て
多
く
の
方
々
来
訪
が
あ

り
、
来
年
の
開
花
時
期
が

楽
し
み
で
す
。

二
．
上
舞
木
・
斎
藤
・
鷹

巣
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

は
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン

に
工
夫
し
、
中
山
間
地
の

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
地

域
の
協
働
の
取
り
組
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

三
．
三
春
の
里
田
園
生
活

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

は″
道
路
か
ら
駐
車
場
が

見
え
る
″
お
客
様
が
入
り

や
す
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
好

評
で
あ
り
、
店
舗
改
装
に

つ
い
て
も
、
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
議
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
も
、
建
築
確

認
の
経
過
や
防
火
対
策
、

工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
日
も
早
い
完
成
と
再

オ
ー
プ
ン
が
待
た
れ
ま

す
。

（
影
山　

常
光
）

委
員
長　
　
佐
久
間
正
俊

副
委
員
長　
佐
藤　
一
八

委
員　
　
　
橋
本　
善
次

　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
　
　
　
　
影
山　
常
光

　

定
例
会
９
月
会
議
に
お

い
て
、
本
委
員
会
は
、
９

月
10
日
、
熊
耳
古
殿
地
内

の
蓮
池
、
町
内
３
地
区
の

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
三
春
の

里
田
園
生
活
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　定例会９月会議の委員会審査の際に現地調査を行いましたので、概要を紹介します。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

分
に
伴
い
現
地
を
確
認
。

三
．
補
正
予
算
に
上
が
っ

た
三
春
の
里
田
園
生
活
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、
本

館
及
び
コ
テ
ー
ジ
テ
ラ
ス

の
改
修
工
事

四
．
貝
山
多
目
的
運
動
広

場
管
理
棟
（
現
地
確
認
）

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
よ
り

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

（
三
瓶　

文
博
）

委
員
長　
　
鈴
木　
利
一　

副
委
員
長　
山
崎
ふ
じ
子

委
員　
　
　
三
瓶　
文
博

　
　
　
　
　
篠
崎　
　
聡　

　
　
　
　
　
影
山　
初
吉　

　

総
務
常
任
委
員
会
で

は
、
四
か
所
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一
．
要
田
分
団
第
一
部
、
第

二
部
、
第
三
部
の
拠
点
の
移

転
先
と
し
て
建
設
さ
れ
る

要
田
地
区
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
、
面
積
１
３
３
、３
２

㎡
（
車
庫
７
２
、８
７
㎡
、

備
蓄
倉
庫
８
、２
８
㎡
、
詰

所
５
２
、１
７
㎡
）、
現
在

進
捗
状
況
65
％
、
12
月
完

成
予
定
。

二
．
不
要
に
な
っ
た
旧
要

田
分
団
第
四
部
屯
所
の
処要田地区消防防災センター

担当者から説明を受ける委員 三春の里田園生活館

フンドの蓮池

3地区の田んぼアートを調査
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地元の活動

　

綺麗に咲きました

浅橋作製

　三春町で支援し地元で活動している皆様を、広報広聴特別委員会の委員が取材しましたので、ご紹介
します。身近なところで様々な活動をしていますので、地元の良さを是非ご覧ください。

　

熊
耳
地
内
の
旧
国
道
２
８
８
号

沿
い
に
あ
る
蓮
池
は
、
元
は
休
耕

田
で
、
雑
草
が
生
い
茂
り
景
観
を

損
ね
て
い
ま
し
た
。

　

古
殿
地
区
の
有
志
が
集
ま
り
昨

年
春
、
沢
石
地
区
か
ら
レ
ン
コ
ン

を
譲
り
受
け
、
栽
培
を
開
始
し
た

そ
う
で
す
。
フ
ン
ド
と
は
、「
古

殿
」
が
な
ま
っ
た
も
の
で
地
区
民

か
ら
「
フ
ン
ド
の
蓮
池
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
町
か
ら
33
万
円
の

補
助
を
受
け
、
園
内
に
入
る
渡
り

桟
橋
の
整
備
、
清
掃
活
動
、
年
数

回
の
草
刈
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
古
殿
地
区
に
は
20
戸
ほ
ど
あ
り
、

地
域
交
流
が
少
な
く
な
る
中
、
年

２
回
の
交
流
会
を
一
戸
１
名
参
加

し
て
蓮
池
の
周
囲
で
開
催
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
近
所
づ
き
あ

い
が
希
薄
に
な
る
な
か
、
と
て
も

大
切
な
事
業
で
は
な
い
か
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
桟
橋
の
延
長
工
事
や
周

辺
土
留
め
工
事
等
を
進
め
、
熊
耳

地
区
の
憩
い
の
場
所
に
な
る
よ
う

に
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
報
道
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

人
が
蓮
の
花
を
見
に
来
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

（
橋
本　

善
一
郎
）

　
熊
耳
地
内
フ
ン
ド
の
蓮
池

　
熊
耳
地
内
フ
ン
ド
の
蓮
池

　
南
成
田
の
大
桜
は
地
名
の
元
に
な
る
く

ら
い
昔
か
ら
こ
の
地
に
あ
り
、
地
元
に

親
し
ま
れ
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で

す
。樹
齢
４
０
０
～
５
０
０
年
と
い
わ
れ
、

１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）
に
町
の
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
竹
や
ぶ
や
寄
生
植
物
で
樹

勢
が
衰
え
て
い
ま
し
た
。
令
和
２
年
町

で
は
１
、２
３
３
、６
６
４
円
（
県
か
ら
の

補
助
金
４
１
１
、０
０
０
円
）
を
か
け
周

辺
環
境
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
年
間
８
０
、０
０
０
円

で
、
地
元
地
区
で
結
成
さ
れ
た
「
成
田
の

大
桜
を
守
る
会
」
に
草
刈
と
施
肥
な
ど
の

管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

守
る
会
の
皆
さ
ん
は
現
在
16
人
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
成
田
の
大
桜
を
守
る
会
の
皆

さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一
．桜
を
守
る
活
動
を
し
て
思
う
こ
と
は
？

　

元
々
は
個
人
の
所
有
だ
っ
た
の
で
町

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
と
桜
の
世
話
を
し
た
い
で
す
。　

二
．
桜
の
世
話
を
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
？

　

桜
の
木
を
手
入
れ
し
て
木
に
勢
い
が

　
南
成
田
の
大
桜
保
全

　
南
成
田
の
大
桜
保
全

戻
っ
て
来
た
こ
と
。
桜
を
通
し
て
多
く

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

三
．
今
後
、
大
桜
を
守
る
た
め
に
望
む

こ
と
は
？　
　
　

 

　
滝
桜
の
よ
う
な
観
光
化
は
望
ん
で
い
ま

せ
ん
。
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
桜
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
。「
滝
桜
観
光
の
つ

い
で
に
見
に
来
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
。」

（
代
表
二
瓶
朝
夫
さ
ん
談
）

　

大
桜
の
案

内
板
が
見
づ

ら
く
分
か
り

ず
ら
い
た
め
、　

町
に
は
継
続

し
て
大
桜
の

保
護
活
動
の

援
助
を
望
み

ま
す
。

（
篠
崎　
聡 

）

私たちが守ります 南成田大桜
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思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

　

無
観
客
で
し
た
け
ど
、
す
ご
く
応
援
の

力
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
普
段
の
試
合
と
の
違
い

　

試
合
の
雰
囲
気
、
や
り
易
さ
の
中
、
緊

張
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
楽
し
ん
で
い

つ
も
通
り
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

試
合
以
外
で
の
印
象
・
選
手
村
で
の
体
験

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
あ
ま
り
関
わ
れ
な

か
っ
た
選
手
村
、
少
し
寂
し
か
っ
た
と
い

う
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
独
特
の
空
間

で
、
今
回
の
選
手
村
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
何
時

ま
で
も
携
わ
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

三
春
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

試
合
で
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
、
仲
間
を
こ
れ
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

で
両
選
手
の
出
場
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。
報
告
会
終
了
後
、
広
報
広
聴
特
別

委
員
会
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

近
内
三
孝
選
手
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

近内三孝選手７位入賞・橋本勝也選手銅メダル獲得！ 町民　　　に勇気を・福島県民に笑顔を・国民に希望を－ありがとう－
東京２０２０オリンピック・パラリ　 ンピック出場選手インタビュー

行け！（写真提供 日本ウエイトリフティング協会）後輩と記念写真

抱負を語る近内選手

ガッツポーズ
（写真提供 日本ウエイトリフ

ティング協会）

報告会で労いの言葉

報告会で挨拶する近内選手
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思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

　

２
試
合
目
の
デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
初
コ
ー
ト
を
経
験
し
自
分

の
思
い
通
り
の
プ
レ
ー
が
で
き
た
と
感
じ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
普
段
の
試
合
と
の
違
い

　

僕
自
身
、
初
め
て
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
国
際
舞
台
を
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
雰
囲
気
の
違
い
は
分
か
ら

な
か
っ
た
で
す
。

試
合
以
外
で
の
印
象
・
選
手
村
で
の
体
験

　

あ
こ
が
れ
の
選
手
に
会
う
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
の
が
印
象
で
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い

　

世
界
一
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
た
い
こ

と
と
競
技
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
春
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

気
を
抜
か
ず
に
最
後
の
最
後
ま
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
、
み
ん
な
が
望
ん
で
い

る
こ
と
だ
ろ
う
と
心
に
言
い
聞
か
せ
、
三

春
の
方
々
の
応
援
の
言
葉
が
一
番
に
浮
か

び
ま
し
た
。
改
め
て
応
援
の
力
の
凄
さ
を

実
感
し
ま
し
た
し
、
改
め
て
町
民
の
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

橋
本
勝
也
選
手
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

近内三孝選手７位入賞・橋本勝也選手銅メダル獲得！ 町民　　　に勇気を・福島県民に笑顔を・国民に希望を－ありがとう－
東京２０２０オリンピック・パラリ　 ンピック出場選手インタビュー

得点を決める橋本選手（写真提供 福島民報社） 報告会で挨拶する橋本選手

後輩から先輩へインタビューに答える橋本選手

出場報告会
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７月

８月

９月

議会活動日誌議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが主催して
議員が出席した行事を掲載します。今回は、７月から９月までの議会活動をお知らせします。
　なお、名称は簡潔に表記している行事もありますので、ご了承ください。

　

　１日　・永年勤続職員表彰式
　４日　・議長杯ソフトボール大会
１０日　・汚染水の海洋放出について経産省
　　　　　の説明を聞く会
１４日　・郡山地方広域消防組合議会臨時会
　　　　　（郡山市）
１６日　・近内三孝選手・橋本勝也選手壮行会
２１日　・全員協議会
３０日　・退職辞令交付式

　１日　・異動辞令交付式
１１日　・市町村対抗軟式野球大会・ソフト
　　　　　ボール大会町選手団結団式

　２日　・橋本勝也選手銅メダル獲得報告
　３日　・定例会９月会議（～１４日まで）
　７日　・近内三孝選手・橋本勝也選手後援
　　　　　会役員会
１２日　・市町村対抗軟式野球大会応援
　　　　　（小野町）
１４日　・近内三孝選手・橋本勝也選手東京
　　　　　２０２０オリンピック・パラリン
　　　　　ピック出場報告会
１６日　・オリンピック・パラリンピック
　　　　　福島県知事等表敬訪問（福島市）
２６日　・福島県ゲートボール選手権大会
　　　　　（田村市）
２７日　・９月第１回会議

「みはる議会だより」モニター募集「みはる議会だより」モニター募集
　広報広聴特別委員会では、読みやすく、分かりやすい議会だよりを発行するため、平成 30 年度か
らモニター制度を導入して、モニターの皆様から、意見、感想などをいただき、「みはる議会だより」
の編集・発行に生かしています。皆さまのご応募をお待ちしています。

活
動
内
容

　
年
４
回
（
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月
）
発
行
す

る
議
会
だ
よ
り
に
対
し
て
、
意
見
、
感
想
な
ど
を
指

定
の
様
式
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

　
７
人
以
内

※
応
募
多
数
の
際
は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

資
格

　
・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

　
・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
の
公
務
員

で
な
い
方

任
期

　
選
任
さ
れ
た
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

申
込
方
法
・
期
限

　
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

12
月
17
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
難
し
い
方
は
、
メ
ー
ル
・
F
A
X
及
び
郵
送

に
て
申
込
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

謝
礼

　
薄
謝
あ
り

申
込
・
問
合
先

議
会
事
務
局

〒
９
６
３–

７
７
９
６

三
春
町
字
大
町
１–

２

電　
話　
６
２–

８
１
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
６
１–

２
３
１
０

メ
ー
ル　

gikai@
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp
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◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇
　三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けしています。
◆提出方法　　
　議会事務局（役場３階）へご持参ください。
◆受付締切
　議会定例会議開催日７日前までとなります。
◆様式等
　特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。
　① 件名 ○○に関する請願書、○○に関する陳情書など　　② 提出年月日　　③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑
　④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ） 　⑤ 請願・陳情要旨
　⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には、意見書案　　⑦ 三春町議会議長宛
　※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを審議する　
　　 こととし、それ以外または郵送によるものは議員へ配付のみとなっています。

◇◆◇ 議会の開議予定 ◇◆◇
◆議会定例会議開議予定
　次の議会は定例会１２月会議です。１２月１日（水）開議、２日（木）の一般質問を予定しています。
◆議会開議広報
　議会の開議は、議会だより号外、議会ホームページ、防災行政無線などでお知らせします。
　（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）
◆議会傍聴
　議会傍聴の際には、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用・手洗い・咳エチケットなどの
　感染予防対策にご協力をお願いいたします。
　また、発熱・咳・倦怠感・息苦しさなどの症状がみられる場合は、傍聴をご遠慮いただくようお願いいたします。　
　なお、役場３階議場での傍聴のほかに、２階桜ホール等にて一般質問の様子を映像でご覧いただけますので、
　一般質問傍聴の際にはご利用ください。
◇本会議・委員会共通
　① 一人一枚の個票になっている傍聴人受付票へ氏名・住所・電話番号を記入し、受付ボックスにお入れく
　    ださい。
　② 写真撮影や録音等を行う場合は、会議の進行を妨げない範囲でお願いします。
◇ 本会議
　団体で傍聴する場合は、傍聴人受付名簿に記入し、議会事務局へ提出してください。
◆委員会開催
　議会には、議会運営委員会と、総務・経済建設・文教厚生の３つの常任委員会、広報広聴の特別委員会
　があり、　会期中に開催されます。

今 

月 

の 

表 

紙

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

三
春
町
出
身
の
近
内
三
孝
選
手
が
重
量
挙
げ
67
キ
ロ
級
で

７
位
入
賞
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
に
橋
本
勝
也
選
手
が
出
場

し
銅
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

２
人
の
活
躍
で
町
民
、
県
民
に
感
動
と
勇
気
を
頂
き
ま

し
た
。
両
選
手
と
も
３
年
後
の
パ
リ
大
会
に
リ
ベ
ン
ジ
す

る
と
誓
い
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

表
紙
は
三
春
町
で
の
五
輪
、
パ
ラ
出
場
報
告
会
後
の
広

報
広
聴
特
別
委
員
会
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
の
記
念
撮
影

の
一
コ
マ
で
す
。

（
影
山　

初
吉
）

佐藤委員長あいさつ

インタビューのようす
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広報広聴特別委員会 委員長／佐藤一八　副委員長／山崎ふじ子　　
委　員／井上聡　　篠崎聡　　橋本善一郎　　隂隂山𠀋夫　　影山初吉

　今回は、三春大神宮を紹介します。

シリーズ 町の伝統文化

三
春
大
神
宮（
馬
場
地
内
）

　

貝
山
村
岩
田
に
住
む
老
婆
が
、「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
命
」

「
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
命
」
と
称
す
る
双
体
の
御
神
体
を
祀
っ

て
い
ま
し
た
。
老
婆
の
死
後
、
貝
山
の
村
人
が
わ
ず

か
な
宝
殿
を
作
り
御
神
体
を
奉
安
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
代
目
藩
主
秋
田
盛
季
は
神
明
信
仰
が
あ
つ
く
、
神

明
宮
と
し
て
岩
田
よ
り
現
在
の
神
垣
山
に
延
宝
４
年

（
１
６
７
６
年
）
に
社
殿
建
立
を
志
し
ま
し
た
が
果
た

せ
ず
没
し
、
そ
の
子
三
代
藩
主
輝
季
が
創
建
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
代
々
の
藩
主
の
信
仰
あ
つ
く

神
明
奉
行
・
下
役
に
藩
の
用
人
を
あ
て
、
祭
祀
一
切
を

藩
費
で
ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の
上
り
下

り
・
お
正
月
の
参
拝
や
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
、
家
中

は
も
ち
ろ
ん
城
下
町
人
・
村
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
40
年
代
ま
で
貝
山
の
人
々
は
、
お
祭
り
に
は
旧

町
の
親
戚
に
お
呼
ば
れ
し
御
馳
走
を
ふ
る
ま
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
貝
山
区
長
も
30
年
位
前
ま
で
祭
祀
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

　
神
明
信
仰
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
伊
勢
御
師
と
し
て
伊

勢
信
仰
を
広
め
る
た
め
、
諸
国
を
巡
り
広
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
歩
き
巫
女
で
あ
っ
た
老
婆
の
双
体
の
御
神
体

は
オ
シ
ン
メ
様
で
女
人
の
オ
シ
ン
メ
信
仰
の
地
方
本
社

的
姿
も
続
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
息
を
の
む
よ
う
な
美
し
い
紅
葉

に
彩
ら
れ
ま
す
。
い
に
し
え
の
人
々
の
信
仰
の
心
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
山
崎
ふ
じ
子
）

神宮の森に囲まれた境内 樹齢約300年のもみの木

ウエイトリフティング近内三孝選手が○位入賞、
車いすラグビーでは橋本勝也選手が○メダル獲得。

◆ 応募方法  クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だより」に
　　　　　　対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、はがき、またはＦＡＸで送付（送
　　　　　　信）してください。また、Ｅ-mail での応募も受け付けますので、必要事
　　　　　　項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信してください。正解者の中から、
　　　　　　抽選で３名の方に１,０００円分の商品券を差し上げます。当選は発送をもっ
　　　　　　て代えさせていただきます。
◆ 送 付 先   〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局
　　　　　　 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆ 締 切 日　１１月１９日（金）（当日消印有効）
※ 前回は 15 件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

・・・○に入る言葉をお答えください・・・

第30回議会クイズ

前回の答え
③海洋

発行／福島県三春町議会　　編集／広報広聴特別委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

議会報みはる議会報みはる
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !


